
琴平神社 （東部地区） 日枝神社 （西部地区） 

獅
子
舞
い 

獅
子
舞
い
は
、
梅
坪
を
除
け
ば
八
王
子
市

内
九
か
所
の
神
社
で
毎
年
奉
納
さ
れ
て
い

る
。
特
に
美
山
（
旧
山
入
）
の
簓
獅
子
舞
は
、 

江
戸
時
代
以
前
か
ら
伝
承
さ
れ
る
中
国
伝

来
の
原
始
的
獅
子
で
、
関
東
周
辺
で
唯
一
貴

重
な
馬
毛
獅
子
だ
と
い
う
。 

美
山
町
の
簓
獅
子
舞
い
は
、
日
枝
神
社
と

琴
平
神
社
の
例
祭
に
お
い
て
、
一
年
交
代
で

五
穀
豊
穣
、
悪
霊
退
散
を
祈
願
し
奉
納
さ
れ

て
い
る
。 

 
 
 
 
 

し
か
し
な
が
ら
、
伝
承
す
る
人
々
は
年
々

減
少
の
一
途
で
あ
り
、
後
継
者
問
題
が
今
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

貴
重
な
伝
統
芸
能
を
何
時
ま
で
も
受
け

継
い
で
い
っ
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。 
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◇
見
ど
こ
ろ 

 

八
王
子
の
奥
座
敷
と
い
わ
れ
る
山
入
川

上
流
、
美
山
町
バ
ス
停
終
点
か
ら
、
繊
維

団
地
ま
で
の
約
五
㎞
の
行
程
で
あ
る
。 

採
石
場
と
採
石
運
搬
ト
ラ
ッ
ク
を
除
け
ば
、

荘
厳
な
雰
囲
気
の
山
村
で
あ
る
。 

 

ま
ず
素
朴
な
山
の
神
を
奉
る
山
祇
神
社

か
ら
八
幡
宮
跡
、百
万
遍
供
養
塔
、敵
穴
、

井
戸
入
り
の
井
戸
、
遠
の
谷
戸
の
地
蔵
群

を
見
て
、
獅
子
舞
で
有
名
な
日
枝
神
社
に

着
く
。
仲
井
の
十
王
像(

？)

と
、
小
さ
な

地
蔵
群
を
見
学
。 

 

さ
ら
に
下
り
、
枝
垂
れ
桜
で
知
ら
れ
る

大
光
寺
、
養
福
寺
跡
、
馬
込
の
地
蔵
を
拝

し
、
松
木
の
地
蔵
堂
に
出
る
。
こ
こ
に
は

閻
魔
大
王
の
石
像
や
し
ば
ら
れ
地
蔵
な
ど

の
石
仏
が
あ
る
。 

 

そ
し
て
、
八
王
子
で
漢
方
医
と
し
て
活

躍
し
た
松
井
玄
同
の
墓
、
お
屋
敷
の
地
蔵

群
を
見
た
後
、
滝
山
城
主
大
石
遠
江
守
開

基
の
乾
晨
寺
へ
。
こ
こ
で
は
、
八
王
子
空

襲
で
焼
け
た
門
を
見
、
次
に
、
だ
い
た
ら

ぼ
っ
ち
伝
説
の
縄
切
山
、
縄
切
薬
師
堂
を

経
て
、
繊
維
団
地
バ
ス
停
で
解
散
。 

①
山
祇
神
社 

 
 
 
 

美
山
町
二
六
一
二 

祭
神 

大
山
祇
（
お
お
さ
ん
ぎ
）
神
社
の 

お
札 

美
山
街
道
北
側
、
守
谷
家
の
西
山
麓
に 

祀
ら
れ
て
い
る
。 

間
口
百
六
㎝
、
奥
行
き
百
㎝
東
向
き
の

社
屋
内
に
、
全
長
三
十
五
㎝
の
石
祠
が
祀

ら
れ
大
山
祇
の
お
札
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。 

遠
の
谷
戸
の
山
の
神
と
し
て
信
仰
さ

れ
、
山
仕
事
の
繁
栄
を
祈
願
し
て
御
神
酒

の
竹
筒
が
供
え
ら
れ
て
い
る
。
採
石
業
者

の
山
神
会
も
安
全
祈
願
に
参
詣
す
る
。 

          

                       

山祇神社拡大 山入川の上流 

山祇神社 
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●
八
幡
宮
跡 

 

美
山
町
二
五
一
二 

 

お
林
入
口
、
山
入
川
の
山
麓
の
杉
林
を

約
十
ｍ
登
っ
た
と
こ
ろ
に
八
幡
宮
の
跡
が

あ
る
。 

 

一
段
上
に
大
き
な
モ
チ
の
木
が
あ
り
、

根
本
に
伝
説
の
塔
、
宝
篋
印
塔
（
全
長
三

十
八
㎝
）
が
端
正
な
姿
で
静
か
に
立
ち
、

そ
の
近
辺
に
板
碑
四
基
が
あ
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
残
骸
が
一
部

あ
る
の
み
で
あ
る
。 

            

②
百
万
遍
供
養
塔 美

山
町
二
二
五
一 

部
落
の
中
央
に
あ
り
、
美
山
街
道
の
北

側
に
建
っ
て
い
る
。 

 

供
養
塔 

自
然
石 

全
長 

土
台
石
よ
り
一
六
〇
㎝ 

刻 

百
万
遍
供
養 

 

嘉
永
五
年
壬
子
四
月
吉
日  

供
養
塔
は
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）

遠
の
谷
戸
十
五
戸
で
建
立
し
た
。 

百
万
遍
供
養
と
は
、
仏
の
加
護
を
願
い
、

南
無
阿
弥
陀
仏
を
百
万
回
唱
え
る
念
仏
行

事
で
あ
る
。 

昭
和
の
初
め
頃
ま
で
盆
、
彼
岸
お
よ
び

悪
疫
が
流
行
し
た
時
な
ど
に
、
当
番
の
家

に
集
ま
り
車
座
に
な
っ
て
数
珠
、
鉦
を
叩

き
な
が
ら

念
仏
を
唱

え
た
。 

現
在
は 

行
わ
れ
て 

は
い
な
い
。 

 

③
敵
穴 

美
山
町
一
八
五 

 

浜
田
氏
宅
庭
先
の
山
麓
に
、
北
条
時
代

に
造
ら
れ
て
い
る
と
い
う
横
穴
式
住
居
跡

が
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昭
和
三
十
三
年
頃
、
浜
田
氏
が
自
宅
庭

先
の
山
裾
を
サ
ツ
マ
芋
保
存
用
と
し
て
穴

を
掘
っ
た
ら
、
ぽ
っ
か
り
と
穴
が
現
れ
、

掘
り
進
め
る
と
横
穴
の
入
口
で
あ
っ
た
。 

奥
の
広
さ
は
四
畳
位
で
、
石
が
敷
か
れ
、

煙
突
ら
し
き
穴
も
あ
っ
た
と
か
。
む
か
し

か
ら
敵
穴
と
い
わ
れ
て
い
る
穴
で
、
隠
れ

宿
、
避
難
所
な
ど
と
し
て
使
わ
れ
た
と
伝

わ
っ
て
い
る
。 

         

宝篋印塔と板碑 

百万遍供養塔 

敵 穴 
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●
井
戸
入
り
の
井
戸 

 

地
蔵
群
脇
の
小
径
付
近
は
井
戸
入
り
で
、

浜
田
家
東
の
崖
下
に
深
さ
二
・
五
ｍ
、
幅

二
ｍ
の
溝
が
あ
り
、
そ
の
底
部
か
ら
清
水

が
湧
き
出
て
い
る
。 

 

こ
の
湧
水
が
、
山
入
り
三
井
戸
の
一
つ

西
の
井
戸
で
あ
る
。 

 

掘
り
井
戸
が
な
か
っ
た
頃
の
柄
杓
井
戸

で
、
貴
重
な
生
活
用
水
で
あ
っ
た
。
蔓
付

き
の
桶
に
長
柄
の
柄
杓
で
水
を
汲
み
入
れ
、

天
秤
に
桶
を
掛
け
肩
に
担
い
で
家
ま
で
運

ん
で
い
た
。
現
在
は
、
そ
の
場
所
さ
え
も

分
か
っ
て
い
な
い
。 

●
遠
の
谷
戸
の
地
蔵
群 

 

地
蔵
橋
の
東
か
ら
、
南
に
入
る
小
径
の

西
側
に
、
六
基
の
地
蔵
が
北
を
向
い
て
並

び
、
街
道
を
行
く
人
を
見
守
っ
て
い
る
。 

・ 

地
蔵 

平
成
元
年 

・ 

青
面
金
剛
三
猿 

嘉
永
元
年
戊
申 

（
一
八
四
八
） 

・ 

地
蔵 

天
明
八
戊
申
歳
（
一
七
八
八
） 

残
り
の
三
基
は
崩
壊
し
て
下
部
の
み
。 

地
蔵
橋
の
西
、
山
本
家
の
入
口
右
に
馬

頭
観
音
、
橋
の
北
側
山
頂
に
第
六
天
が
祀

ら
れ
て
い
る
。 

            

④
美
山
の

日
枝
神
社 美

山
町
二
四
五
❘
一 

勧
請 

享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
） 

祭
神 

「
皇
国
地
誌
」
に
よ
る
と
「
大
山 

咋
（
や
ま
ず
み
）
命
」 

 
 
 

「
八
王
子
市
史
」
に
よ
る
と
「
大 

巳
貴
命
」 

 

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
建
立
し
た
、

高
さ
二
ｍ
、
幅
二
・
五
ｍ
の
大
鳥
居
を
潜

っ
て
広
い
境
内
の
参
道
を
三
十
ｍ
ほ
ど
進

む
と
、
広
場
中
央
に
日
枝
神
社
、
右
に
境

内
社
の
王
室
神
社
、
神
社
左
前
に
参
集
殿

が
あ
る
。 

日
枝
神
社
は
、
東
部
の
琴
平
神
社
と
並

ぶ
西
部
の
氏
神
様
で
、
祭
礼
は
琴
平
神
社

と
一
年
交
替
に
四
月
第
二
日
曜
日
に
美
山

町
の
祭
礼
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。 

 

社
殿
は
、
入
り
母
屋
造
り
、
間
口
三
・

六
ｍ
、
奥
行
き
五
・
六
ｍ
。
文
化
十
一
年

（
一
八
一
四
）
に
再
建
、
明
治
十
一
年
と

三
十
年
に
修
復
し
た
。 

           
石 仏 群 

日枝・王室神社鳥居 
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●
王
室

お
お
む
ろ

神
社 

 

王
室
神
社
は
、
美
山
町
に
鎮
座
し
て
い

た
が
、
明
治
の
初
め
ご
ろ
日
枝
神
社
境
内

に
鎮
座
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

新
神
殿 

間
口
四
ｍ 

奥
行
五
ｍ 

内
陣
殿 

間
口
八
十
三
㎝
、
奥
行
百 

四
十
六
㎝ 
 

ご
神
体 

八
咫
の
鏡 

墨
書 

昭
和
初
期
ま
で
境
内
に
天
満
宮
、
産
土

神
社
が
あ
り
、
神
楽
殿
も
あ
っ
た
。
天
満

宮
、
産
土
神
社
両
神
殿
は
、
王
室
神
社
社

屋
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。 

        

●
大
正
天
皇
即
位
祈
念
碑 

祈
念
碑 

自
然
石 

全
長
百
四
十
八
㎝ 

 

刻 

大
正
天
皇
即
位
大
福
奉
賀
祈
念
碑 

 

大
正
四
年
十
一
月
十
日 

 

日
枝
神
社
氏
子
中 

 
日
枝
神
社
と
王
室
神
社
の
間
に
あ
り
、

碑
の
脇
に
大
正
天
皇
御
即
位
記
念
樹
の
銀

杏
を
植
え
た
が
、
成
長
し
大
木
に
な
っ
た

た
め
、
平
成
五
年
に
伐
採
し
た
。 

     

⑤
仲
井
の
地
蔵 

 

「
小
さ
な
石
仏
の
集
ま
り
」 

 

仲
井
の
小
川
に
そ
っ
て
美
山
街
道
か
ら

仲
井
道
を
北
に
約
百
ｍ
入
っ
た
浜
田
家
の

裏
庭
に
盛
土
の
台
上
に
石
塚
が
あ
り
、

段
々
を
形
成
し
、
十
五
基
の
小
さ
な
石
仏

が
並
ん
で
い
る
。 

 

個
々
の
石
仏
の
名
も
定
か
で
は
な
い
が
、

仏
教
説
話
の
十
王
像
と
奪
衣
婆(

だ
っ
え

ば)

な
ど
の
関
連
像
と
思
わ
れ
る
。 

             

日枝神社全景 
王室神社  日枝神社 

大正天皇即位祈念碑 

小さな石仏 

庚 申 塔 
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⑥
弘
法
伝
説
の

仲
井
の
井
戸 

仲
井
道
の
途
中
に
、
弘
法
大
師
の
伝
説

の
井
戸
が
あ
る
。 

 

弘
法
様
が
教
え
て
く
れ
た
井
戸
は
、
昔

は
石
で
囲
っ
た
浅
い
柄
杓
井
戸
で
、
四
軒

が
共
同
で
使
っ
て
い
た
。 

ど
ん
な
日
照
り
の
時
で
も
涸
れ
た
こ

と
は
な
く
、
大
雨
の
時
も
濁
る
こ
と
は
な

く
、
特
別
な
水
脈
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。 

渇
水
の
時
は
、
遠
く
の
人
も
、
こ
の
水

を
求
め
て
や
っ
て
き
た
と
い
う
。 

           

⑦
長
光
山

大
光
寺 

美
山
町
六
二
五 

宗
派  

真
言
宗 

智
山
派 

本
尊  

不
動
明
王 

寺
宝  

阿
弥
陀
如
来
立
像 

(

鎌
倉
時
代
鋳
造) 

 
 

半
鐘
（
江
戸
時
代
中
期
） 

開
山  

慶
賢
法
印 

開
創 

室
町
時
代
永
禄
年
間(

一
五
五
八 

～
六
九) 

 

「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
に
よ
る
と
、｢

除

地
四
石
二
斗
六
升
六
合
、
小
名
鹿
子
沢
ニ

ア
リ
新
義
真
言
宗
同
郡
寺
方
村
宝
生
寺
末

長
虎
山
ト
号
ス
開
山
・
開
基
詳
ナ
ラ
ス
本

尊
不
動
木
の
座
像
長
一
尺
余
リ
本
堂
六
間

四
方
巽
向
キ
ナ
リ｣ 

「
皇
国
地
誌
」
に
よ
る
と
、｢

境
内
十
五
間

南
北
十
四
間
三
尺
面
積
二
百
十
七
坪
巳
十

五
度
字
鹿
子
澤
第
六
百
二
十
五
番
地
ニ
ア

リ
同
郡
西
寺
方
村
真
言
宗
宝
生
寺
末
派
ナ

リ
永
徳
元
年
（
一
三
八
一
）
辛
酉
僧
長
円

ト
言
ウ
モ
ノ
開
基
創
建
ス
ソ
ノ
後
火
災
ニ

罹
リ
一
旦
鳥
有
ニ
属
セ
シ
ヲ
宝
歴
九
年
巳

卯
（
一
七
五
九
）
十
月
僧
慶
禅
之
を
再
興

ス｣ 

こ
の
他
に
、
開
山
は
慶
賢
で
、
永
禄
八
年

（
一
五
六
五
）
八
月
十
八
日
寂
と
あ
り
、

ま
た
明
治
十
七
年
に
中
興
し
た
と
の
記
録

な
ど
諸
説
が
あ
る
。 

 

大
光
寺
は
古
く
か
ら
獅
子
宿
で
、
雨
乞

い
獅
子
、
祭
礼
獅
子
の
頭
が
安
置
さ
れ
て

い
て
、
獅
子
舞
の
練
習
が
行
わ
れ
、
雨
乞

い
の
神
事
、
祭
礼
の
時
も
こ
の
寺
か
ら
一

行
が
繰
り
出
す
慣
わ
し
に
な
っ
て
い
た
。 

 

明
治
の
初
め
頃
、
大
き
な
山
門
の
脇
に

薬
師
堂
が
あ
り
、
そ
こ
が
寺
子
屋
に
な
っ

て
い
て
、明
治
五
年
学
制
が
敷
か
れ
た
後
、

明
治
七
年
山
入
村
で
は
大
光
寺
の
寺
子
屋

を
借
り
受
け
、
小
学
校
に
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。 

 

明
治
二
十
二
年
小
足
に
新
校
舎
が
建
設

さ
れ
る
ま
で
山
入
小
学
校
で
あ
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。 

 

毎
年
四
月
八
日
の
花
祭
り
に
は
、「
天
井

天
下
唯
我
独
尊
」
と
、
上
方
と
下
方
を
指

差
し
て
い
る
お
釈
迦
様
の
銅
像
（
全
長
三

仲井の井戸 
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十
五
㎝
く
ら
い
）が
厨
子
か
ら
出
さ
れ
て
、

甘
茶
を
頭
か
ら
か
け
ら
れ
た
。
子
ど
も
達

は
寺
を
訪
れ
、お
釈
迦
様
に
甘
茶
を
か
け
、

そ
の
甘
茶
を
頂
い
て
帰
り
、
習
字
に
使
用

す
る
と
上
手
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。

お
釈
迦
様
は
戦
災
で
焼
失
し
、
現
在
の
お

釈
迦
様
は
昭
和
四
十
年
代
に
造
立
さ
れ
た
。 

 

                

     

        

⑧
向
戸
山

養
福
寺
跡 美

山
町
一
八
五
一 

宗
派  

禅
宗
臨
済
派 

本
尊  

如
意
輪
観
音
木
の
座
像
長
さ
一
尺 

五
寸 

開
山 

正
璘
宗 

開
創 

不
詳 

美
山
街
道
戸
沢
峠
交
差
点
よ
り
、
南
に

進
む
小
径
の
周
辺
は
馬
込
の
中
心
で
あ
り
、

養
福
寺
が
あ
っ
た
地
で
、
小
径
の
突
き
あ 

た
り
山
入
川
南
岸
の
山
は
戸
向
山
で
あ
る
。 

 

養
福
寺
は
昭
和
二
十
年(

一
九
四
五)

の

大
空
襲
で
全
焼
し
廃
寺
な
っ
た
。 

  

大 光 寺 

地蔵と庚申塔 

半 鐘 

大光寺の桔梗紋 
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⑨
馬
込
の
地
蔵 

美
山
町
一
八
二
一 

中
央
公
園
の
東
に
地
蔵
と
馬
頭
観
音

が
建
っ
て
い
る
。 

地
蔵 

 

 
 

刻 
 

台
座
正
面
に 

 
 

下
山
入
村
願
主 

祖
心 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

同 
 

馬
込
治
太
良 

 
 
 
 
 
 

同 
 

藤
助 

 
 
 
 
 
 

同 
 

お
さ
い 

 
 
 
 
 
 

同 
 

銀
蔵 

 

右
側
面 

三
界
萬
旱
寛
政
四
子
年 

 

左
尊
面 

二
月
吉
日(

一
七
九
二
年) 

 

馬
頭
観
音 

文
字
自
然
石
全
長
五
十
㎝ 

刻 
 

馬
頭
観
世
音
明
治
十
三
辰 

埋
込
梅
吉
郎 

 

美
山
小
学
校
東
の
南
側
路
傍
に
地
蔵

堂
が
建
っ
て
い
る
。
平
成
六
年
道
路
改
修

の
時
造
ら
れ
、
間
口
奥
行
共
百
㎝
の
堂
屋

で
、
今
ま
で
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
如

意
輪
観
音
像
が
屋
内
に
祀
ら
れ
た
。 

如
意
輪
観
音
像 

丸
彫
三
段
造
り 

（
下
） 

角
柱
五
十
六
㎝ 

（
中
） 
蓮
華
台
座
十
五
㎝ 

（
上
） 
丸
削
立
像
二
十
五
㎝
、 

全
長
九
十
六
㎝ 

 
 

刻 
 

角
柱
部
に 

女
人
講
中 

寛
政
三
亥
壬
年
十
一
月
吉
日 

（
一
七
九
一
） 

 

           

⑩
産
土

う
ぶ
す
な

神
社 

 

生
ま
れ
た
土
地
の
守
り
神
。
氏
神
、
鎮

守
の
神
で
あ
る
。 

 

ウ
ブ
（
産
）
ス
と
ナ
（
土
、
地
）
と
の

結
合
し
た
も
の
。
ウ
ブ
ス
は
ウ
ム
ス
と
同

源
で
ウ
ム
ス
は
略
し
て
ム
ス
と
な
り
「
苔

む
す
」
な
ど
と
使
わ
れ
る
。 

 

産
ま
れ
て
く
る
子
供
や
家
族
の
健
康
、

無
病
息
災
を
祈
る
親
族
ら
が
、
今
で
も
訪

れ
て
祈
願
し
て
い
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
る

と
い
う
。 

福寿寺跡 

馬頭観音と三界萬霊塔 
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⑪
松
木
の
地
蔵
堂 

美
山
町
一
六
八
五 

 

松
木
橋
の
先
、
二
十
三
夜
塔
の
西
の
台

上
に
松
木
地
蔵
堂
が
あ
り
、
延
命
地
蔵
尊

が
祀
ら
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
よ
る
と
、｢

年

貢
地
小
名
馬
継
ノ
ウ
チ
ニ
ア
リ
三
間
半
ニ

二
間
半
地
蔵
ハ
木
ノ
座
像
ニ
テ
長
サ
一
尺

二
寸
百
姓
持
チ｣

と
書
か
れ
て
あ
り
、創
建 

は
不
詳
だ
が
、
養
福
寺
の
分
院
と
し
て
建

て
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
二

十
四
年(

一
九
四
九)

の
伊
勢
湾
台
風
で
倒

壊
し
、
昭
和
六
十
二
年(

一
九
八
七)

再
建

さ
れ
た
。
地
蔵
堂
内
奥
に
は
祭
壇
が
設
け

ら
れ
、
壇
上
に
は
内
殿
三
つ
の
他
に
、
石

仏
な
ど
が
祀
ら
れ
て
い
る
。 

 

境
内
の
閻
魔
堂
の
閻
魔
大
王
は
、
八
王

子
近
在
で
た
だ
一
つ
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
る
貴
重
な
石
像
で
あ
る
。
古
く
は
、
左

右
に
鬼
の
像
を
従
え
て
い
た
が
、
長
い
間

に
行
方
不
明
に
な
っ
た
。
他
に
も
地
蔵
が

多
数
あ
り
、
中
に
は
珍
し
い
「
し
ば
ら
れ

地
蔵
」
が
あ
る
。 

   

        

   

         

産土神社 松木地蔵堂 

しばられ地蔵 

松木地蔵堂内部 

閻魔大王 



9 
 

⑫
松
井
玄
同
の
墓 

美
山
町 

 

湯
立
山
麓
、
お
屋
敷
川
沿
い
の
松
池
の

生
ま
れ
で
、
徳
川
末
期
か
ら
明
治
に
か
け

て
八
王
子
を
中
心
に
蘭
方
医
と
し
て
活
躍

し
た
松
井
玄
同
の
墓
石
が
建
っ
て
い
る
。 

墓
石
に
は
十
字
架
と
医
祖
玄
同
と
刻

ま
れ
て
い
る
。 

明
治
二
十
三
年
九
月
五
日
没
。 

 

松
井
家
墓
地
内
に
湯
殿
山
前
の
畑
よ

り
出
土
し
た
板
碑
が
二
基
、
当
主
松
井
彰

氏
に
よ
っ
て
保
管
さ
れ
て
い
て
、
一
部
刻

が
読
み
と
れ
る
。 

・ 

種
尊
は 

三□

尊 

長
禄
二
年 

（
一
四
五
九
） 

 

全
長 

四
十
㎝ 

・ 
□
□
□
 

彌□

陀 

不
明 

全
長 

二
十
五
㎝ 

    

                        

●
お
屋
敷
の
地
蔵
群 

 

お
屋
敷
道
の
中
程
に
お
地
蔵
様
が
並
ん

で
い
る
。
右
よ
り 

・
青
面
金
剛
三
猿 

笠
付
全
長
九
十
九
㎝ 

 
 
 
 

刻 

御
屋
敷
講
中 

文
化
十
年 

・
地
蔵 

光
背 

 
 
 

全
長
六
十
八
㎝ 

刻 

不
明 

・
地
蔵 

丸
刷 

 

全
長
九
十
一
㎝ 

 

 
 
 
 
 
 

刻 

享
保
三
年 

 
 
 
 
 
 
 
 

念
仏
講
中
為
一
世
安
楽 

・
地
蔵 

丸
刷
角
柱 

全
長
百
八
㎝ 

 

刻 

昭
和
七
年 

長
野
せ
ん 

・
地
蔵 

下
半
身
の
み 

全
長
四
十
㎝ 

 

 
 
 

刻 

不
明 

 

念
仏
講
は
、
今
で
も
信
者
に
よ
っ
て
伝

承
さ
れ
て
い
る
。 

  

 

松井玄同の墓 松井家の墓 
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⑬
琴
平
神
社
（
稲
荷
権
現
） 

美
山
九
七
七 

勧
請 

年
代
不
詳 

祭
神 

金
山
彦
命
、「
皇
国
地
誌
」
に
よ
る 

と
崇
徳
天
皇 

 

御
屋
敷
道
の
尽
き
る
と
こ
ろ
は
、
琴
平

山(

標
高
三
百
ｍ)

の
登
山
口
で
あ
り
琴
平

神
社
の
参
道
、
十
ｍ
程
登
る
と
、
高
さ
三

ｍ
、
幅
二
・
五
ｍ
の
一
の
鳥
居
、
更
に
七

十
ｍ
登
っ
た
右
側
に
、
御
屋
敷
地
区
の
山

の
神
の
祠
が
あ
る
。 

二
の
鳥
居
を
過
ぎ
、
更
に
急
坂
を
登
り

き
る
と
山
頂
に
琴
平
神
社
が
鎮
座
す
る
。 

 

美
山
町
東
部
の
氏
神
様
で
あ
り
、
古
い

社
殿
は
、
昭
和
四
十
九
年(

一
九
六
四)

台

風
で
倒
壊
し
、
平
成
六
年
社
殿
を
再
建
し

た
。 

 

現
在
は
、
簓
獅
子
舞
の
奉
納
は
五
十
年

以
上
前
か
ら
境
内
で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

今
は
美
山
町
の
中
央
児
童
遊
園
で
行
わ
れ

て
い
る
。 

              

             

⑭
獨
峯
山

乾
晨
寺

け

ん

し

ん

じ 

美
山
町
一
四
九
一 

宗
派  

曹
洞
宗 

本
尊 

聖
観
世
音
菩
薩 

釋
迦
牟
尼
佛 

開
基 

滝
山
城
主
大
石
遠
江
守 

 
 
 

法
名
甲
久
院
殿
草
原
栄
種
居
士 

開
山 

心
源
院
第
四
世
自
山
臨
罷(

り
ん 

ぱ)

大
和
尚 

 
 
 

永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
示
寂 

お屋敷の地蔵群 

琴平神社一の鳥居 

琴平神社扁額 
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開
創 

応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
ご
ろ 

乾
晨
寺
は
、
下
恩
方
の
浄
福
寺
と
共
に

戦
国
武
将
大
石
氏
が
建
立
し
、
自
山
臨
罷

が
開
山
し
た
と
い
う
由
緒
あ
る
お
寺
で
あ

る
。 本

堂
背
後
に
山
、
前
面
に
石
垣
を
配
し

た
城
構
え
の
築
造
形
式
が
特
徴
で
あ
り
、

ま
さ
に
戦
国
武
将
の
造
っ
た
城
で
あ
る
。 

 

本
堂
、
そ
の
他
の
建
物
は
、
昭
和
二
十

年
八
月
の
八
王
子
大
空
襲
で
焼
失
し
た
が
、 

残
っ
た
の
は
、
焼
け
跡
が
残
る
中
央
の
山

門
、
僧
が
書
い
た
山
門
の
揚
額
、
そ
れ
に

三
本
あ
っ
た
松
の
内
、
二
本
で
あ
る
。 

「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
に
よ
る
と
、 

境
内
山
林
一
萬
六
千
坪
小
名
萩
殿
ニ

ア
リ
禅
宗
曹
洞
派
下
恩
方
村
心
源
院
末
獨

峯
山
ト
号
ス
開
基
滝
山
城
主
大
石
遠
江
守

法
名
甲
久
院
殿
草
原
栄
種
居
士
卒
年
詳
ナ

ラ
ス
開
山
自
山
臨
罷
永
禄
八
年
七
月
八
日

寂
ス
本
尊
聖
観
世
音
木
ノ
立
像
二
尺
五
寸

行
基
ノ
作
ナ
リ
ト
云
本
堂
十
一
間
ニ
七
間

南
向 

獨
峯
山
ノ
大
字
又
普
門
閣
等
ノ
額
ア
リ
境

内
ハ
山
ニ
ヨ
リ
テ
ア
リ
故
ニ
七
峯
七
谷
ナ

ト
呼
ヘ
ル
ト
コ
ロ
ア
リ
今
御
朱
印
五
石
ヲ

タ
マ
ハ
レ
リ 

 

衆 

寮 

本
堂
ノ
西
ノ
方
ニ
ア
リ
東
向 

 
 
 
 
 

七
間
ニ
二
間
ナ
リ 

 

弁
天
堂 

本
堂
ノ
西
ニ
ア
リ
二
間
四
方 

南
側
ニ
小
池
ア
リ
弁
天
木 

造
長
五
寸 

鐘 

楼 

本
堂
ノ
南
ニ
ア
リ
鐘
ニ
「
武 

州
多
摩
郡
由
井
領
山
入 

村
獨
峯
山
乾
晨
禅
寺 

第

五
世
中
興
松
雲
叟
代
元
禄

四
年
辛
未
十
一
月
吉
日
」
ト

刻
ス 

 
本
堂
内
の
位
牌
堂
に
観
音
木
彫
立
像

（
全
長
六
十
二
㎝
）
が
安
置
さ
れ
、
鐘
は

本
堂
前
に
吊
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
鐘
は
戦

時
中
萩
園
に
あ
っ
た
火
の
見
櫓
で
半
鐘
と

し
て
使
用
さ
れ
、戦
後
寺
に
戻
っ
て
き
た
。 

境
内
の
石
仏
群
と
し
て
、
聖
観
音
菩
薩

立
像
、
阿
弥
陀
如
来
像
、
六
地
蔵
（
日
光

地
蔵
・
徐
蓋
障
地
蔵
・
特
地
地
蔵
・ 

 
 
 
 

寶
印
地
蔵
・
寶
朱
地
蔵
・
壇
陀
地
蔵
）、
灯

籠
二
基
が
あ
る
。 

 

                        

乾 晨 寺 乾晨寺石垣 
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⑮
ナ
ギ
レ
山 

美
山
町
一
三
〇
〇 

 

地
名
伝
説
「
だ
い
だ
ら
ぼ
っ
ち
」
が
置

い
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
山
で
、
茜

橋
北
側
に
あ
り
、標
高
二
百
二
・
六
ｍ
で
、

中
央
部
が
低
く
く
び
れ
て
い
る
の
で
二
ッ

山
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。 

                

⑯
神
明
・
八
坂
神
社 

神
明
神
社
の
祭
神
は
天
照
皇
大
神
で
、

創
建
は
八
坂
神
社
と
共
に
平
安
後
期
頃
で

は
な
い
か
と
い
う
伝
説
が
残
っ
て
い
る
が

定
か
で
は
な
い
。 

古
く
は
、
重
左
衛
門
谷
東
の
山
中
腹
に

あ
っ
て
、
大
正
十
年
に
修
復
さ
れ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
二
間
四
方
の
神
殿
で
あ
っ

た
。 昭

和
四
十
一
年
の
台
風
に
よ
っ
て
倒

壊
し
た
。
翌
昭
和
四
十
二
年
、
縄
切
を
信

奉
し
て
い
る
村
田
順
造
氏
に
よ
っ
て
、
現

集
会
所
の
地
に
遷
座
し
た
も
の
で
あ
る
。 

新
社
殿
は
薬
師
堂
堂
屋
と
共
に
、
風
雨

に
強
い
金
属
造
り
に
し
た
。
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
台
座
の
上
に
、
間
口
一
ｍ
奥
行
き

一
・
三
ｍ
の
社
殿
で
、
内
に
内
神
殿
が
あ

り
、
御
神
体
八
咫
（
や
た
）
の
鏡
が
祀
ら

れ
て
お
り
、
祈
願
木
札
が
数
枚
奉
納
さ
れ

て
い
る
。 

   

乾晨寺楊額 
焼けた乾晨寺総門の柱 

縄 切 山 
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◎
参
考
資
料 

・
我
が
ふ
る
さ
と
美
山
町 

・
美
山
町
簓
獅
子
舞
資
料 

・
八
王
子
寺
院
め
ぐ
り 

・
八
王
子
市
史 

・
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
資
料 

・
八
王
子
市
地
図 

・
八
王
子
市
観
光
マ
ッ
プ 

・
昭
文
社 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ぺ
ー
ジ 

       

神明・八坂神社 神明・八坂神社の中 

薬 師 堂 八坂明神の地蔵と板碑 
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